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江
戸
押
絵

江
戸
押
絵

伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
る

　

昨
年
、「
江
戸
押
絵
」
が
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
た
。
歌
舞
伎
の
着
物
、

装
束
、
風
俗
な
ど
を
題
材
に
、
日
本
画
の
画
法
も
交
え
な
が
ら
発
展
し
現
在
に

至
る
押
絵
は
、
羽
子
板
を
は
じ
め
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
内

装
や
絵
馬
、
屏
風
や
肖
像
画
な
ど
、
伝
統
の
秀
逸
な
技
術
を
体
感
で
き
る
装
飾

と
し
て
多
彩
に
展
開
し
て
い
る
。

　

指
定
を
う
け
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　

指
定
さ
れ
た
「
江
戸
押
絵
」
は
、
東

京
歳
之
市
羽
子
板
商
組
合
（
野
口
豊
生

組
合
長
／
加
盟
社
17
）
が
申
請
し
た
。

　

伝
統
的
工
芸
品
の
要
件
は
次
の
と
お

り
で
、
五
つ
の
項
目
す
べ
て
を
満
た
し
、

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
49
年
政
令
第
百
七
十
七
号
、

以
下
「
伝
産
法
」
と
い
う
）
に
基
づ
く
、

経
済
産
業
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
工
芸

品
の
こ
と
を
い
う
。

⒈
主
と
し
て
日
常
生
活
の
用
に
供
さ
れ

　

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⒉
そ
の
製
造
過
程
の
主
要
部
分
が
手
工

　

業
的
で
あ
る
こ
と
。

⒊
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法
に
よ
り
製

　

造
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⒋
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
原
材
料

　

が
主
た
る
原
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、

　

製
造
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⒌
一
定
の
地
域
に
お
い
て
少
な
く
な
い

　

数
の
者
が
そ
の
製
造
を
行
い
、
又
は

　

そ
の
製
造
に
従
事
し
て
い
る
も
の
で

　

あ
る
こ
と
。

　

経
済
産
業
大
臣
が
指
定
し
た
技
術
・

技
法
・
原
材
料
で
制
作
さ
れ
た
伝
統
的

工
芸
品
の
な
か
で
、
産
地
検
査
に
合
格

し
た
製
品
に
は
、
伝
統
マ
ー
ク
の
デ
ザ

イ
ン
を
使
っ
た
「
伝
統
証
紙
」
が
貼
ら

れ
る
。
こ
の
証
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
製

品
は
、
検
査
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、

品
質
に
つ
い
て
誇
り
と
責
任
を
も
っ
て

届
け
る
も
の
と
な
る
。

申
請
の
背
景

　
「
江
戸
押
絵
」
の
成
立
に
は
、
江
戸

と
い
う
都
市
の
高
い
文
化
レ
ベ
ル
が
背

景
に
あ
る
。
特
に
押
絵
羽
子
板
は
、
歌

舞
伎
・
和
装
・
髪
型
や
階
級
・
職
業
な

ど
、
当
時
の
江
戸
文
化
が
凝
縮
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
時
代
背
景
に
つ
い
て
の

理
解
が
な
け
れ
ば
制
作
す
る
こ
と
が
困

難
だ
。
今
回
の
指
定
へ
の
申
し
出
の
契

機
と
な
っ
た
の
は
、
伝
統
工
芸
品
の
規

定
に
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
な
も
の
が
「
江

戸
押
絵
」
と
し
て
出
回
っ
て
い
る
現
状

を
鑑
み
、
工
法
だ
け
で
な
く
、
制
作
背

景
や
絹
や
綿
織
物
な
ど
の
原
材
料
、
江

戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
る
日
本
画
の

技
法
を
も
後
世
に
残
し
伝
え
て
い
き
た

い
、
と
の
産
地
組
合
の
考
え
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
火
災
や
戦
争
、
震
災
な

ど
に
よ
っ
て
作
品
や
資
料
、
職
人
が
周

辺
地
域
に
散
り
散
り
に
な
っ
て
し
ま
っ

工
芸
品
名

江
戸
押
絵
（
え
ど
お
し
え
）

工
芸
品
の
分
類
人
形
・
こ
け
し

主
な
製
品

羽
子
板
、
肖
像
画
、
額
装
、
屏
風
や
団
扇
な
ど
の
装
飾

主
要
製
造
地
域
東
京
都
台
東
区
、
墨
田
区
、
葛
飾
区
／
埼
玉
県
川
越
市
、

春
日
部
市
、
新
座
市
／
神
奈
川
県
二
宮
町

指
定
年
月
日

令
和
元
年
11
月
20
日

産
地
組
合

東
京
歳
之
市
羽
子
板
商
組
合

〒
１
１
１
―
０
０
４
１

東
京
都
台
東
区
元
浅
草
１
―
10
―
１

☎
０
３
―
３
８
４
４
―
５
９
０
６


０
３
―
３
８
４
４
―
３
７
３
３て

い
る
現
状
も
あ
る
。
伝
統
的
工
芸
品

の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

つ
の
文
化
と
し
て
系
統
立
て
、
産
地
組

合
と
し
て
基
準
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
技
術
を
継
承
し
た
い
と
の
ね
ら
い

も
あ
る
。
今
後
は
後
継
者
の
育
成
、
普

及
啓
発
・
紹
介
・
掲
示
お
よ
び
需
要
開

拓
、
新
商
品
の
開
発
な
ど
の
振
興
事
業

を
予
定
し
て
い
る
。

経
産
省
の
告
示
か
ら（
表
記
マ
マ
）

〔
特
徴
〕

　

江
戸
押
絵
は
江
戸
後
期
よ
り
、
日
本

橋
か
ら
浅
草
近
辺
で
本
格
的
に
作
成
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
浮
世
絵
を
ポ
ッ
プ
ア

ー
ト
に
し
た
も
の
で
、
絹
織
物
な
ど
を

使
い
、
日
本
画
の
技
法
に
て
押
絵
の
上

東京スカイツリーのエレベーター
の押絵（冬の風景／野口豊生氏制作）
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に
上
絵
や
面
相
を
描
い
て
作
成
さ
れ
ま

す
。
江
戸
押
絵
は
役
者
の
似
顔
絵
の
み

な
ら
ず
、
写
実
的
な
も
の
、
デ
フ
ォ
ル

メ
さ
れ
た
も
の
、
風
景
や
動
植
物
な
ど

様
々
な
も
の
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
材
料
と
な
る
織
物
の
様
々
な
繊

維
の
特
性
が
作
品
に
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。　

　

役
者
の
押
絵
な
ど
は
、
歌
川
派
の
豊

原
国
周
の
頃
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
れ
ら
は
、
着
物
の
着
方
、
色

の
取
り
合
わ
せ
、
髪
型
な
ど
の
深
い
造

詣
が
な
い
と
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〔
作
り
方
〕

　

下
図
を
描
き
、
糊
代
を
考
慮
し
な
が

ら
型
紙
を
切
り
出
し
ま
す
。

　

厚
紙
に
型
紙
を
あ
て
、
土
台
と
な
る

型
を
切
り
出
し
ま
す
。

　

切
り
出
し
た
厚
紙
に
綿
を
の
せ
、
絹

織
物
な
ど
で
包
み
ま
す
。

　

仕
上
が
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ツ
を
、

和
紙
で
あ
て
紙
を
し
な
が
ら
重
ね
て
組

み
上
げ
ま
す
。

　

面
相
な
ど
を
描
く
際
に
は
押
絵
に
礬

砂
な
ど
で
目
留
め
を
し
、
胡
粉
な
ど
で

下
地
を
塗
り
、
顔
料
で
彩
色
し
て
い
き

ま
す
。

　

着
物
の
柄
な
ど
の
上
絵
は
、
膠
と
胡

粉
、
顔
料
を
用
い
、
織
物
に
合
わ
せ
て

調
合
し
筆
で
描
き
ま
す
。

　

羽
子
板
、
額
装
な
ど
様
々
な
用
途
に

使
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
綿
の
入
れ
方
、

組
み
上
げ
方
が
異
な
り
ま
す
。

 

技
術
ま
た
は
技
法

１
「
押
絵
」
は
、
次
の
技
術
ま
た
は
技

　

法
に
よ
る
こ
と
。

⑴
厚
紙
を
土
台
に
し
、
綿わ

た

を
布
で
く
る

　

む
こ
と
。

⑵
押
絵
を
組
み
上
げ
る
際
に
は
、
和
紙

　

を
あ
て
紙
に
す
る
こ
と
。

⑶
押
絵
を
く
る
む
際
ま
た
は
あ
て
紙
を

　

す
る
際
に
は
、
熱
し
た
鏝こ

て

を
用
い
て

　

糊の
り

で
接
着
す
る
こ
と
。

２
「
面
相
」
は
次
の
技
術
ま
た
は
技
法

　

に
よ
る
こ
と
。

⑴
「
目
留
め
」
お
よ
び
「
地
塗
り
」
を

　

行
っ
た
後
、
渋
紙
製
の
型
紙
を
用
い

　

て
絵
の
具
を
刷
り
込
む
こ
と
。

⑵
筆
を
用
い
て
描
線
を
描
く
こ
と
。

〔
原
材
料
〕

１
主
原
料
と
し
て
使
用
す
る
生
地
は
、

　

絹
織
物
ま
た
は
綿
織
物
と
す
る
こ
と
。

２
使
用
す
る
綿
は
、
木
綿
わ
た
と
す
る

　

こ
と
。

３
押
絵
の
土
台
と
な
る
厚
紙
は
、
和
紙

　

を
貼
り
重
ね
た
も
の
ま
た
は
ボ
ー
ル

　

紙
と
す
る
こ
と 

。

４
あ
て
紙
は
、
和
紙
と
す
る
こ
と
。

５
面
相
に
は
墨
、
膠に

か
わ
お
よ
び
顔
料
を
用

　

い
て
い
る
こ
と
と
し
、
顔
料
は
主
に

　

胡ご

粉ふ
ん

、
亜　

鉛
華
ま
た
は
岩
絵
具
を

　

用
い
る
こ
と
。

●
こ
れ
ら
の
基
準
に
則
っ
た
作
品
の
な

か
か
ら
、
厳
正
な
審
査
の
の
ち
合
格
し

た
も
の
だ
け
が
、「
伝
統
的
工
芸
品
」

と
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

羽
子
板
の
面
相
を
描
く
野
口
組
合
長

『
絹
張
細
工　

押
繪
早
稽
古
』（
文
政

８
〈
１
８
２
５
〉
年　

堀
井
軒
著　

出

版
社
：
柏
原
屋
庄
兵
衛
／
銭
屋
庄
兵

衛
）　

使
用
し
て
い
る
道
具
は
、
江
戸

末
期
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

押絵羽子板の最後の名人といわれる京極壽一氏。
その作品は、ドイツのシーボルト博物館も所蔵

野口氏作「初春」

毎
年
12
月
17
日
か
ら
３
日
間
行
わ

れ
る
「
浅
草
寺
歳
の
市
」
の
様
子
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 「江戸押絵羽子板」および「伝統工芸士」の表示について

　今般、弊社が販売している羽子板に「江戸押絵羽子板伝統工芸士 江戸勝」の表記をして
おり、ネット通販などでも多く見かけられますが、弊社が販売している羽子板は東京都指定
伝統工芸品とは全く異なる製法であり、特許庁の地域団体商標登録を受けている東京都指定
伝統工芸品「江戸押絵羽子板」ではございません。また、弊社の表示ですと東京都指定「江
戸押絵羽子板」の伝統工芸士の認定を受けているようにとらえられますが、全くこれに当て
はまりません。どの自治体でも伝統工芸士の認定は屋号などではなく個人名に与えられるも
ので、江戸勝という伝統工芸士はおらず、弊社は水野大が埼玉県伝統的手工芸品「春日部羽
子板」の伝統工芸士であり、東京都指定「江戸押絵羽子板」の伝統工芸士ではございません。
　以上の内容により今まで多数の販売店、消費者の方々に誤解などを招く事となりましたが、
既に販売している商品に関しては取引先に今までの表示を訂正し、以後はこれらの商品に関
して「江戸押絵羽子板」および「伝統工芸士 江戸勝」の文言を使用しないようにいたします
事を、ご了承くださいますようにお願い申し上げます。

有限会社水野製作所

経済産業大臣指定伝統的工芸品「江戸押絵」　東京都指定伝統工芸品「江戸押絵羽子板」

これらの伝統的工芸品／伝統工芸品は、江戸時代から浅草で行われている歳の市（浅草寺歳の

市／通称：羽子板市〈毎年 12 月 17 ～ 19 日〉）に端を発し、この伝統・技術・技法を今日まで

受け継いできました。作り手は現在でもすべて「浅草寺歳の市」に出店している業者または過

去に出店していた業者です。伝統工芸を謳っているので、その技術、原材料が 100 年以上受け

継がれているものでなくてはなりません。

伝統的工芸品は昭和 49年制定の伝産法により保護されており、偽装表示商品を
販売することは違法です。
下記は「江戸押絵」「江戸押絵羽子板」ではありません。
　×グルーガンを用いて製作　　×押絵の部分が羽子板よりも厚い　　×面相が顔料で描かれていない

　×髪飾りが木製や、石がついているプラスチック　　×羽子板本来の形がわからないもの

　×押絵が化繊またはガラス玉やビニール塗料などの装飾がついているもの

＊「江戸押絵」／「江戸押絵羽子板」パンフレットを 100 部差し上げます（送料は一律￥1000）

　　申し込み先：info@asakusa-toshinoichi.com  ご芳名、ご住所をお願いいたします。

経済産業大臣指定伝統的工芸品
「 江 戸 押 絵 」
産地組合
東京歳之市羽子板商組合

東京都指定伝統工芸品
「 江 戸 押 絵 羽 子 板 」
産地組合
東京都雛人形工業協同組合

承認番号Ｒ 2-208


